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地盤一建物相互作用を考慮した免震RC造建物の振動解析
1.は じめに
本学 23号館は 2001年 4月に竣工 した免震構造 を有
す る RC構造物であ り､動的挙動を明 らかにす ること
を 目的 として振動観測が実施 されている｡本研究では
2005年度までに観測 された比較的観測記録債が大き
な地震 を対象 として免震層の動的な特性 の検討 を行
うとともに､その結果 を組み込んだモデルによる動的





























下 1.2階､地上 3.6.8階の 7箇所に設置された地震計で GL
得 られた加速度記録を各階ごとに Ⅹ(NS成分)､Y(EW成分)､
Z(鉛直成分)が整理 されている02005年 1月以降に観測 さ
t±±_______________二二二軍 二_ _____ __ _｣十±
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剛性 (Ke)と等価粘性減衰定数 (he)を関数化 して算出したO
図 6に算出した等価せん断岡惟 (Ke)と､等価粘性挽衰定






辛 日付 時間 震源 マグニチユー MAX(23号館,地表面)X(gal)Y(gal)Z(gal)
2001 4月10日 10:04千葉県南東部 M4,5 ー1.8 19ー2 7.6
日月17日 1:32千葉県北西部 M4.4 9ー1 1~7ー6 6ー2
2002 5月19日 5:00千葉県北西部 M4.6 16一一 49.3 15.9
6月14日 ll:43茨城県南西部 M4_9 10ー3 14_6 3.8
2003 5月10日 ll:46千葉県北西部 M4ー5 ll_2 12_5 6.8
5月12日 0:57茨城県南西部 M5.2 10 18.3 7.6
5月26日 18:26宮城県沖 M7.0 9 18 5.I
8月ー8日 ー9:00千葉県北西部 M4.6 21ー1 ー3 8ー9
9月20日 12ニ55千葉県南東部 M5.8 30ー5 38 14.2
2004 7月17日 ー5:10千葉県沖 M5.5 16 20.6 8.5
8月6月 3二23千葉県北西部 M4_6 29_2 49ー2 ー5.2
8月25日 1:49東京湾 M4.4 14.9 19_7 12
10月6日 23:40茨城県南西部 M5.7 25_8 2一.3 llt5
1P月'23日 17:56新潟県中越 M6.8 9.5 9.3 3ー7
































図5 Q-∂の関係(2005年 7月 23日 -X方向)










































図8 23号館フー リエスペク トル比較
6.まとめ
本研究では神奈川大学23号館を対象として免震建物の
動的挙動の研究を行った｡観測記録では免震建物の 23号
館は免震層の効果により上層階では振幅がほとんど増幅
されないことが確認できた｡一方､非免震建物の 1号館
では地震波の特性により上層階での振幅にばらつきがあ
ることが確認できたO解析結果はスペク トル特性におけ
るピーク周期や最大値が一致していることから､概ね良
好な結果が得られたといえる｡比較的振動振幅の大きな
地震を対象として､地盤と建物の相互作用を考慮するこ
とにより良好な解析結果が得られることが確認できた｡
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